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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　布地にホットプレス下に転着性又は被覆コート性を発揮させ且つその転着又は被覆コー
ト樹脂成分に優れる耐洗濯性を有する撥油性や、防汚性等の機能を賦与させる布地用水性
エマルジョン型樹脂組成物であって、
　水性媒体中に、全重合性モノマー成分の１００質量％当たり、グリシジル基を有する共
重合性モノマー成分が１０～７０質量％範囲で得られる共重合体粒子であり、且つ体積基
準で表す平均粒子径が５～１００ｎｍの超微細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（
Ａ）と、
　全重合性モノマー成分１００質量％当たり、カルボキシル基を有する共重合性モノマー
成分が０．１～２０質量％範囲での共重合下に得られる共重合体粒子であり、且つ体積基
準で表す平均粒子径が５ｎｍ～１μｍの超微細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（
Ｂ）と、
を樹脂成分としてホットプレス下に布地に転着又は被覆コートさせることを特徴とする布
地用水性エマルジョン型樹脂組成物。
【請求項２】
　質量分率で表して前記ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）／前記ナノマテリアル樹脂成分（
Ｂ）＝９７／３～６０／４０の配合割合で含有していることを特徴とする請求項１に記載
の布地用水性エマルジョン型樹脂組成物。
【請求項３】
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　請求項１又は２に記載する布地用水性エマルジョン型樹脂組成物を、被被覆コート体で
ある天然繊維、再生繊維、半合成繊維及び合成繊維のそれぞれ単独及びこれらの少なくと
も２種の複合繊維の群から選ばれる何れかの繊維からなる織布又は不織布に、ホットプレ
ス下に被覆コートさせて、優れる耐洗濯性を有する撥油性及び防汚性機能を賦与されてい
ることを特徴とする機能性布地。
【請求項４】
　布地にホットプレス下に地に転着性又は被覆コート性を発揮させ且つ耐洗濯性を有する
撥油性や、防汚性等の機能を賦与させる水性エマルジョン型樹脂組成物を用いてなる布地
用水性インキ組成物であって、
　水性媒体中に、全重合性モノマー成分１００質量％当たり、グリシジル基を有する共重
合性モノマー成分が１０～７０質量％範囲で得られる共重合体粒子であり、油溶性染料０
．１～５０質量％を内包着色する体積基準で表す平均粒子径が５～１００ｎｍの超微細ポ
リマー粒子の着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）と、
　全重合性モノマー成分１００質量％当たり、カルボキシル基を有する共重合性モノマー
成分０．１～２０質量％範囲で得られる共重合体粒子で、体積基準で表す平均粒子径が５
ｎｍ～１μｍの超微細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）とを含有し、
　被転着体である布地に、ホットプレス下に転着性としての印刷性又は転写性を発揮させ
る前記（Ａ）及び（Ｂ）からなる印刷又は転写樹脂成分に、耐洗濯性を有する撥油性や、
防汚性及び防印刷滲み性機能を賦与させることを特徴とする布地用水性インキ組成物。
【請求項５】
　請求項４に記載する布地用水性インキ組成物を用いて、ホットプレス下に、被印刷体又
は被転写体である天然繊維、再生繊維、半合成繊維及び合成繊維のそれぞれ単独及びこれ
らの少なくとも２種の複合繊維の群から選ばれる何れかの繊維からなる織布又は不織布に
、所望する図柄及び／又は文字が印刷又は転写されていることを特徴とする印刷布地。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性エマルジョン型樹脂組成物に関し、より詳細には、ホットプレス下に布
地に転着・被覆コート性を発揮させ且つその転着又は被覆コート樹脂成分に優れる耐洗濯
性を有する撥油性や、防汚性等の機能を賦与させる布地用の水性エマルジョン型樹脂組成
物及びこの水性エマルジョン型樹脂組成物をホットプレス下に布地に被覆コートさせた機
能性布地に関する。
【０００２】
　また、本発明は、このような耐洗濯性を有する撥油性や、防汚性等の機能を賦与させる
水性エマルジョン型樹脂組成物を用いて、更に着色性機能を持たせてホットプレス下に転
着性としての印刷性又は転写性を発揮させる布地用の水性インキ組成物及びこの水性イン
キ組成物を各種印刷法又は転写法で所望する図柄及び／又は文字が印刷又は転写されてい
る印刷布地に関する。
【背景技術】
【０００３】
　天然繊維及び／又は合成繊維からなる布地に、各種の機能性樹脂又は各種の機能剤を被
覆及び／又は含浸させて防水性、撥水性、速乾性、防汚性、帯電防止性等の機能や、また
、近年、その機能も益々多様化され、例えば、しわ防止性、形態安定性、防花粉付着性、
抗菌防臭性、たばこ防臭性等の機能や、更には、その機能も益々高度化・多機能化されて
賦与されている機能性布地が種々検討又は実用化されている。また、従来から、このよう
に布地に賦与させた機能効果について、その耐洗濯性や、耐久・堅牢性を一層向上させる
技術対処法も種々検討又は一層待望されていることも事実である。
【０００４】
　また、このような機能性樹脂等を布地に転着及び／又は含浸させるに際して、これらの
機能性樹脂に、例えば、着色性機能を持たせた機能性着色樹脂成分として布地に転着及び
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／又は含浸させることができる。従来から、このような機能性着色樹脂成分を布地に転着
及び／又は含浸させて、所望する図柄及び／又は文字付き布地として実用化されている。
すなわち、図柄及び／又は文字が印刷又転写された印刷布地が広く利用されている。
【０００５】
　そこで、例えば［特許文献１］には、布地に防汚性及び撥水性等の機能を発現させるた
めに、乳化剤としてのアニオン、カチオン及びノニオン界面活性剤を用いて得られるフッ
素系ポリマーエマルジョンを主剤に、アクリル樹脂等を含有するエマルジョン型樹脂組成
物を機能性表面処理剤として織布又は不織布に塗布させた機能性布地が提案されている。
【０００６】
　また、［特許文献２］には、湿式成膜法で、セルロース、ポリエステル、ナイロン等の
織布又は不織布に塗工させて布地に透湿防水性機能を賦与させる樹脂組成物として、ポリ
ウレタン樹脂溶液に、分子中に尿素結合及びオルガノポリシロキサン基を有するオリゴマ
ー乃至はその粒子径サイズが５μｍ以下であるその微細粒ポリマー微粒子が分散する透湿
防水布地用ポリウレタン樹脂組成物が提案されている。
【０００７】
　また、被転着体又は被覆コート体、または、被印刷体又は被転写体である布地に、この
ような機能を賦与させるに、従来から公知の噴霧塗布、ディッピング、スピンコート等の
各種の含浸及び被覆コート法や、スクリーン印刷、凸版印刷等の各種の印刷法の他に、近
年においては、インクジェット塗工法（ＩＪ塗工法）で、このような機能性樹脂及び／又
は機能性着色樹脂成分を転着又は被覆コート、または、印刷又は転写させることが検討又
は実用化されている。そのために、転着媒体又は被覆コート媒体、または、印刷媒体又は
転写媒体として用いられる布地用水性インキ組成物や、水性被覆コーティング剤などが広
く検討されている。
【０００８】
　例えば［特許文献３］には、印刷用インク、インクジェット（ＩＪ）記録用インク等に
用いられる特定単量体を含有する単量体組成物と油溶性染料と有機珪素単量体とを、重合
開始剤、反応性乳化剤（又は重合性乳化剤）及び非重合性乳化剤との併用下に乳化重合さ
せた、例えば、平均粒子径が９２ｎｍの着色微細粒子を含有する着色樹脂エマルジョンが
提案されている。
【０００９】
　また、［特許文献４］には、水性媒体中に、インクジェット記録紙用の水性印刷インキ
として、油溶性染料を含有する体積平均粒子径が７０ｎｍ以下で、親水性ポリマー部位が
１０～４０質量％で、且つＴｇ≦０℃で、特にＴｇ≦－１５℃の疎水性ポリマー部位が６
０～９０質量％を併せ持つ着色微粒子を分散させたＩＪ記録紙用の水性印刷インキが提案
されている。
【００１０】
　更には、［特許文献５］には、Ｔｇ≦０℃で、ニトリル基、カルボキシル基及びビニル
基等の官能基を有するモノマーを共重合させて得られる樹脂粒子及び顔料粒子を分散する
水性エマルジョン型の布地用インキ組成物が提案され、天然繊維及び合成繊維からなる布
地に固着力を発揮させ、耐洗濯性を有する布地用インキ組成物であると記載させている。
【００１１】
【特許文献１】特開２０００－１１００６９号公報
【特許文献２】特開平１１－１２４４９７号公報
【特許文献３】特開２０００－２９７１２６号公報
【特許文献４】特開２００４－３２３７２３号公報
【特許文献５】特開平８－２０９０５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　以上のような状況下にあって、布地に機能性樹脂又は各種の機能剤を含浸又は転着又は
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被覆コートさせて、「防水性、撥水性、速乾性、防汚性、帯電防止性、しわ防止性、形態
安定性、防花粉付着性、抗菌防臭性、たばこ防臭性」などの機能を布地に賦与させる技術
分野と、併せてこの機能性樹脂成分に着色機能を持たせた機能性着色樹脂成分として布地
に転着又は被覆コートさせて、布地に所望する「図柄及び／又は文字」を転着形成させて
図柄付き布地にする技術分野とは、機能性樹脂成分又は機能性着色樹脂成分を布地に転着
又は被覆コートさせて様々な機能を布地に賦与させる布地の表面処理加工であるとも言え
る。
【００１３】
　以上のような観点から、機能性着色樹脂を用いて、布地に図柄及び／又は文字を転着形
成させる後者の処理技術は、布地の表面処理加工として布地に所望する図柄及び／又は文
字を印刷又は転写させる表面加工と言える。従って、布地に「機能性樹脂成分」を「転着
又は被覆コート」させる前者の処理技術と、布地に「機能性着色樹脂成分」を「印刷又は
転写」させる後者の処理技術とは、何れも布地面に機能を賦与させる表面処理加工である
として、その技術的範囲を同じくするものと理解される。
【００１４】
　また、既に上記する如く、布地に様々な機能を賦与させる表面処理加工は、益々高機能
化、多機能化又は多様化の傾向にあって、その技術的課題も、益々微細・薄膜・高性能化
の方向にある。また、その技術的課題を達成させるために、近年、「ナノマテリアル」な
る素材を用いて成す「ナノテク」技術が不可欠であることも実状である。すなわち、上記
する媒体組成物中に含有させる機能性樹脂成分及び／又は着色機能成分は、例えば、その
樹脂粒子径サイズ又は転着・被覆コート膜厚サイズが、数１００ｎｍ以下であって、特に
１０ｎｍ～数１０ｎｍの超微細粒子又は極薄膜をターゲットにする。そのために適材とな
る「ナノマテリアル」なる機能性樹脂素材又は機能性着色樹脂素材を広く探索しなければ
ならない。
【００１５】
　そこで、既に上記した［特許文献３］又は［特許文献４］公報には、サブミクロン以下
の数１０ｎｍ程度の超微細粒子で、且つそのＴｇ≦０℃である着色樹脂微粒子が提案され
ている。また、［特許文献５］公報には、Ｔｇ≦０℃で、しかも、ニトリル基、カルボキ
シル基及びビニル基等の官能基を有する樹脂粒子と顔料粒子を分散させた水性エマルジョ
ン型インキ組成物が、布地に固着力を発揮させて耐洗濯性を有する水性エマルジョン型イ
ンキ組成物であると記載されている。
【００１６】
　しかしながら、従来技術として提案されている着色樹脂微細粒子を含め各種の機能性樹
脂組成物が、布地に優れた転着又は被覆コート性を発揮させ、しかも、優れた耐洗濯性を
有する樹脂成分として、充分な機能を布地に賦与させ、しかも、その機能効果が充分に耐
久性を発揮させる適材であるか否かについて、必ずしも明確に言及又は開示されていない
のが実状である。
【００１７】
　そこで、本発明の目的は、布地に機能性樹脂組成物又は機能性着色樹脂組成物を転着又
は被覆コートさせて、例えば、下記する如くの従来技術（１）又は（２）に相違して、布
地にホットプレス下に転着性又は被覆コート性を発揮させ、しかも、その樹脂成分に優れ
た耐洗濯性を有する機能を賦与させる「ナノマテリアル」樹脂成分を提案させることであ
る。しかも、その転着又は被覆コートさせた樹脂成分には、優れる耐洗濯性を有する撥油
性や、防汚性等の機能を発現させて、その発現させた機能効果が、著しく耐久・堅牢性で
ある布地用の水性エマルジョン型樹脂組成物を提供させることである。
（１）各種の天然繊維及び／又は合成繊維からなる織布又は不織布に、機能性樹脂成分を
含浸又は被覆コートさせた後、ホットプレス下にラミネート処理を施して、布地に機能を
賦与させてなる機能性布地である。
又は、
（２）予め油溶性又は水溶性染料を用いて図柄及び／又は文字等をパターン染色させた後
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、樹脂成分を噴霧・塗布・熱圧着させて布地に機能を転写賦与させてなる図柄付き布地で
ある等が一般的である。
【００１８】
　また、本発明の他の目的は、上記するような特徴を発揮させて、優れる耐洗濯性を有す
る撥油性や、防汚性機能を布地に賦与させる水性エマルジョン型樹脂組成物を、ホットプ
レス下に布地に転着又は被覆コートさせてなる機能性布地を提供させることである。
【００１９】
　また、更なる本発明の目的は、このように布地に耐洗濯性を有する撥油性や、防汚性機
能を賦与させる布地用の水性エマルジョン型樹脂組成物を用いて、更に、追加機能として
着色性を併せ持たせることで、ホットプレス下に転着性としての印刷性及び転写性を発揮
させる布地用の水性インキ組成物を提供させることである。
【００２０】
　また、更なる本発明の他の目的は、このような特徴及び機能を発揮させる水性インキ組
成物を用いて、各種の印刷及び転写法で、様々な織布又は不織布に、所望する画像及び／
又は文字を、ホットプレス下に印刷又は転写させた印刷布地を提供させることである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　そこで、本発明者らは、上記する課題を鋭意検討した結果、特定するグリシジル基を持
たせた「ナノマテリアル」なる超微細ポリマー粒子と、特定するカルボキシル基を持たせ
た「ナノマテリアル」なる超微細ポリマー粒子とを含有する水性エマルジョンを布地に塗
布させて、熱圧着下に両者官能基相互間にインタラクションを発現させることに着目した
ところ、機能性樹脂成分又は機能性着色樹脂成分が効果的に布地に転着されることを見出
して、本発明を完成させるに至った。
【００２２】
　本発明によれば、水性媒体中に分散する樹脂成分が、ホットプレス下に布地に対して転
着性又は被覆コート性を発揮させ且つその転着又は被覆コート樹脂成分が、優れる耐洗濯
性を有する撥油性や、防汚性機能を布地に賦与させ、しかも、賦与された機能効果が著し
く耐久・堅牢性であることを特徴とする布地用の水性エマルジョン型樹脂組成物を提供す
る。
【００２３】
　すなわち、本発明による布地用の水性エマルジョン型樹脂組成物中に含有し上記するよ
うな特徴及び機能を発揮させる樹脂成分は、全重合性モノマー成分の１００質量％当たり
、グリシジル基を有する共重合性モノマー成分が１０～７０質量％範囲で共重合させて得
られる共重合体粒子である。しかも、体積基準で表す平均粒子径が５～１００ｎｍの超微
細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（Ａ）（又は第一樹脂成分）として含有してい
る。
　また、全重合性モノマー成分の１００質量％当たり、カルボキシル基を有する共重合性
モノマー成分が０．１～２０質量％範囲で共重合させて得られ、しかも、体積基準で表す
平均粒子径が５ｎｍ～１μｍの超微細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）（又
は第二樹脂成分）として含有している。
このような第一樹脂成分と第二樹脂成分とを含有する水性エマルジョン型樹脂組成物を布
地に塗布させた後、ホットプレス下に第一樹脂成分と第二樹脂成分とが持つ官能基相互が
、化学的な相互関係下に作用して、布地に転着又は被覆コートさせる。
【００２４】
　また、本発明によれば、被被覆コート体である天然繊維、再生繊維、半合成繊維、合成
繊維のそれぞれ単独繊維及びこれらの少なくとも２種の複合繊維の群から選ばれる何れか
の繊維からなる織布又は不織布に、このような特徴及び機能を発揮させる本発明による布
地用水性エマルジョン型樹脂組成物を、ホットプレス下に被覆コートさせることで、その
被覆コート樹脂成分には、優れる耐洗濯を有する撥油性や、防汚性機能が賦与されている
ことを特徴とする機能性布地を提供する。
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【００２５】
　また、本発明によれば、上記するような特徴及び機能を発揮する本発明による布地用の
水性エマルジョン型樹脂組成物を用いて、その水性媒体中に分散する第一樹脂成分である
超微細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（Ａ）を、着色性を持たせた着色樹脂成分
にすることで、含有するナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）との係わり下にホットプレスさせ
ることで、被転着体である布地に転着性としての印刷性を発揮させる。しかも、この第一
及び第二樹脂成分からなる印刷又は転写着色樹脂成分には、耐洗濯性を有する撥油性や、
防汚性や、防印刷滲み性機能を発揮させることを特徴とする布地用水性インキ組成物を提
供する。
【００２６】
　すなわち、上記するような特徴及び機能を発揮する本発明による布地用水性エマルジョ
ン型樹脂組成物を用いて、全重合性モノマー成分１００質量％当たり、グリシジル基を有
する共重合性モノマー成分の１０～７０質量％範囲で共重合させて得られる共重合体ポリ
マー粒子に、油溶性染料の０．１～５０質量％を内包着色させ、しかも、体積基準で表す
平均粒子径が５～１００ｎｍの超微細ポリマー粒子の「着色ナノマテリアル」樹脂成分（
Ａ）（又は第一樹脂成分）として含有している。
　また、全重合性モノマー成分の１００質量％当たり、カルボキシル基を有する共重合性
モノマー成分が０．１～２０質量％範囲で共重合させて得られ、しかも、体積基準で表す
平均粒子径が５ｎｍ～１μｍの超微細ポリマー粒子の「ナノマテリアル」樹脂成分（Ｂ）
（又は第一樹脂成分）として含有している。
　このように水性インキ組成物中に分散する第一着色樹脂成分と第二樹脂成分とが、ホッ
トプレス下に、化学的な相互関係下に布地に印刷又は転写性を発揮させる。
【００２７】
　更には、本発明によれば、このような特徴及び機能を発揮させる本発明による布地用水
性インキ組成物は、被印刷体又は被転写体である天然繊維、再生繊維、半合成繊維、合成
繊維のそれぞれ単独繊維及びこれらの少なくとも２種の複合繊維の群から選ばれる何れか
の繊維からなる織布又は不織布に、ホットプレス下に、例えば、インクジェット法を含め
た各種の印刷法又は転写法で印刷及び転写される。しかも、その図柄及び／又は文字とし
て熱圧着された第一及び第に樹脂成分からなる着色樹脂成分には、優れる耐洗濯性を有す
る撥油性や、防汚性や、防印刷滲み性等の機能が賦与されていることを特徴とする印刷布
地を提供する。
【発明の効果】
【００２８】
　以上から、本発明による水性エマルジョン型樹脂組成物を、布地に塗布させると、含有
する超微細ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分（Ａ）の第一樹脂成分と超微細ポリマ
ー粒子のナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）の第二樹脂成分とが、布地の繊維微細間隙を含め
布地面に、素早く浸透して布地に効果的に馴染み付着する。しかも、グリシジル基を持つ
ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）の第一樹脂成分と、カルボキシル基を持つ第二樹脂成分と
は、互いに極めて近傍に介在している。更には、このナノマテリアル樹脂成分（Ａ）及び
ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）の超微細ポリマー粒子の表面には、グリシジル基及びカル
ボキシル基が存在するように形成されている。
【００２９】
　その結果、布地に水性エマルジョン型樹脂組成物を塗布・熱圧着させることで、第一樹
脂成分（Ａ）と第二樹脂成分（Ｂ）との両者官能基相互間には、極めて効果的な化学的相
互作用（又はインタラクト）を発現させて、第一樹脂成分（Ａ）と第二樹脂成分（Ｂ）と
を含む樹脂成分が、布地に転着又は被覆コートされる。
【００３０】
　このようにホットプレス下（又は熱圧着下）に、布地に転着又は被覆コート性を発揮さ
せて布地に転着又は被覆コートされた樹脂成分には、上記するようなインタラクションが
活かされて、その転着又は被覆された樹脂成分には優れた耐洗濯性を発揮させる。
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【００３１】
　また、このような転着性又は被覆コート性又は耐洗濯性なる特徴及び機能を発揮させる
ことから、これらの樹脂成分に着色性、撥油性、防汚性等を含めた各種の機能を賦与させ
ることができる。しかも、従来技術による素材に比較して賦与させた機能効果を、著しく
持続・堅牢化させる。
【００３２】
　また、このような水性エマルジョン型樹脂組成物中に含有する機能性樹脂成分又はその
樹脂成分を機能性着色樹脂成分にすることで、布地に転着又は被覆コートさせる処理加工
、または、印刷又は転写させる処理加工によって、様々な機能性布地や、様々な印刷布地
に処理加工することができる。
【００３３】
　また、特に、本発明による布地用水性インキ組成物においては、ホットプレス下に、布
地に印刷又は転写させ、染料を内包着色する超微細ポリマー粒子のナノマテリアル着色樹
脂成分（Ａ）に対して、介在する樹脂成分（Ｂ）がインタラクトして、インキ成分を内包
する着色樹脂成分からのインキ成分の滲み流失を効果的に防止させて、いわゆる「防印刷
滲み性」を発揮させる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以上から、本発明によるホットプレス下に布地に転着性又は被覆コート性を発揮させる
水性エマルジョン型樹脂組成物及びホットプレス下に印刷性又は転写性を発揮させる布地
用水性インキ組成物について、その実施に係わる最良の形態について更に説明する。
【００３５】
　既に説明する如く、布地に対してホットプレス下に転着性又は被覆コート性を発揮させ
る本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物中に含有する第一樹脂成分及び第二
樹脂成分は、
（イ）全重合性モノマー成分の１００質量％当たり、グリシジル基を有する共重合性モノ
マー成分が１０～７０質量％の範囲で得られアクリル系共重合体粒子である。
（ロ）そのアクリル系共重合体粒子の体積基準で表す平均粒子径が５～１００ｎｍの超微
細ポリマー粒子の「ナノマテリアル」樹脂成分（Ａ）なる第一樹脂成分である。
（ハ）また、全重合性モノマー成分の１００質量％当たり、カルボキシル基を有する共重
合性モノマー成分が０．１～２０質量％範囲で得られ、且つ体積基準で表す平均粒子径が
５ｎｍ～１μｍの超微細ポリマー粒子の「ナノマテリアル」樹脂成分（Ｂ）なる第二樹脂
成分であることを特徴としている。
【００３６】
　また、布地に対してホットプレス下に印刷性又は転写性を発揮させる本発明による布地
用水性インキ組成物中に含有する着色樹脂成分は、
（ニ）上記する（イ）～（ハ）なる特徴に加えて、更なる特徴として、第一樹脂成分に、
予め油性染料が０．１～５０質量％の範囲で内包着色されている「着色ナノマテリアル」
樹脂成分であることを特徴としている。
【００３７】
　以上から、本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物又は布地用水性インキ組
成物には、
（ホ）布地に塗布させた後のホットプレス（又は熱圧着）下に、含有する第一樹脂成分と
第二樹脂成分のそれぞれが持つ官能基相互が、化学的な相互関係下に作用して、布地に転
着又は被覆コートさせる。または、印刷又は転写させることを特徴としている。
【００３８】
　この第一樹脂成分として用いられるアクリル系共重合体粒子は、既に上述する如く、全
重合性モノマー成分１００質量％当たり、グリシジル基を有する共重合性モノマー成分が
１０～７０質量％の範囲で共重合させて得られる共重合体ポリマー粒子である。本発明に
おいて、このグリシジル基を有する共重合性モノマー成分量が、下限値１０質量％未満で
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あると、グリシジル基の含有量が少なく、ホットプレス下の転着性又は被覆コート性が劣
り著しく低下させる等から好ましくなく、一方、上限値７０質量％を超えると、粘着性成
分が少なく、ホットプレス前の定着性を著しく低下させる等から好ましくない。
【００３９】
　また、このような共重合下に得られる共重合体ポリマー粒子（Ａ）の平均粒子径は、体
積基準で表して５～１００ｎｍの超微細粒子であって、好ましくは、１０～６０ｎｍの範
囲にある「ナノマテリアル」樹脂成分（Ａ）である。この平均粒子径が、下限値５ｎｍ未
満であると、粒子の形成・生産性が低下させたり、また、繊維への定着性を低下させる等
から好ましくなく、一方、この上限値１００ｎｍを超えると、粘着成分が低下させてホッ
トプレス前の転着性を著しく低下させる等から好ましくない。　
【００４０】
　更には、第二樹脂成分に用いられるアクリル系ポリマー粒子のナノマテリアル樹脂成分
（Ｂ）は、同じく上述する如く、全重合性モノマー成分１００質量％当たり、カルボキシ
ル基を有する共重合性のアクリル系モノマー成分が０．１～２０質量％範囲で重合させて
得られる。このカルボキシル基を有する共重合性モノマー成分量が、下限値０．１質量％
未満であると、グリシジル基との反応性が劣り、定着性も低下させる等から好ましくなく
、一方、上限値２０質量％を超えると、未反応のバインダー成分が残り、べとつき感を呈
する等から好ましくない。
【００４１】
　また、このような共重合下に得られる共重合体ポリマー粒子（Ｂ）の平均粒子径は、体
積基準で表して５ｎｍ～１μｍの超微細粒子であって、好ましくは、２０～５００ｎｍの
範囲にある「ナノマテリアル」樹脂成分（Ｂ）である。この平均粒子径が、下限値５ｎｍ
未満であると、樹脂粒子が布地の繊維間隙から流れて著しく定着を低下させる等から好ま
しくなく、一方、この上限値１μｍを超えると、繊維間隙に樹脂粒子が浸透し難くなる等
から好ましくない。
【００４２】
　そこで、本発明において、以上のような特徴を有する第一樹脂成分であるアクリル系共
重合体粒子（Ａ）の調製に用いるグリシジル基を有するモノマーとして、例えば、グリシ
ジル（メタ）アクリレート、アリルグリシジルエーテル、エチルアクリル酸グリシジル、
クロトニルグリシジルエーテル、クロトン酸グリシジルなどのグリシジル基含有ビニル化
合物；β－メチルグリシジル（メタ）アクリレート；エポキシ基を有するグリシジルビニ
ルエーテル、グリシジルビニルエステル、３，４－エポキシシクロヘキシルビニルエーテ
ル、グリシジル（メタ）アリルエーテル、３，４－エポキシシクロヘキシル（メタ）アリ
ルエーテル、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート等を挙げるこ
とができる。中でも、本発明において、後述するアクリル酸アルキルエステルを共重合成
分とするときには、その共重合成分との共重合性、重合反応率から、グリシジル（メタ）
アクリレート、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート等のグリシ
ジル基を有する（メタ）アクリル系モノマーが好ましい。
【００４３】
　また、本発明において、上記するような特徴を有する第二樹脂成分としてバインダー性
を有するナノマテイアル樹脂成分（Ｂ）を調製させるに、用いられるカルボキシル基を有
するモノマーとして、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、シ
トラコン酸、フマール酸、クロトン酸、イソクロトン酸、メチレンマロン酸、イタコン酸
モノエチル、イタコン酸モノブチル、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノエチル、マ
レイン酸モノブチル、マレイン酸モノプロピル、マレイン酸モノオクチル、　カルボキシ
アルキルビニルエーテル、カルボキシアルキルビニルエステル、カルボキシアルキル（メ
タ）アクリレート、また、これらの誘導体として、無水マレイン酸、無水イタコン酸、無
水シトラコン酸、テトラヒドロ無水フタル酸等を挙げることができる。その中でも、本発
明において、好ましくは、バインダー性能（又は粘着性）を十分に発揮できる等から、ア
クリル酸、メタアクリル酸、カルボキシアルキル（メタ）アクリレート等のカルボキシル
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基を有するアクリル系モノマーを適宜好適に用いることができる。
【００４４】
　また、本発明における第一樹脂成分及び第二樹脂成分を調製させるに際して、共重合性
モノマー成分として用いられる官能基を有さないアクリル系モノマーとしては、例えば、
（メタ）アクリル酸メチル，（メタ）アクリル酸エチル，（メタ）アクリル酸プロピル，
（メタ）アクリル酸イソプロピル，（メタ）アクリル酸ブチル，（メタ）アクリル酸イソ
ブチル，（メタ）アクリル酸ペンチル，（メタ）アクリル酸ヘキシル，（メタ）アクリル
酸２－エチルヘキシル，（メタ）アクリル酸オクチル，（メタ）アクリル酸ラウリル，（
メタ）アクリル酸ノニル，（メタ）アクリル酸デシル，（メタ）アクリル酸ドデシル等の
アクリル酸アルキルエステル；（メタ）アクリル酸フェニル等の芳香族（メタ）アクリル
酸エステル；（メタ）アクリル酸メトキシエチル，（メタ）アクリル酸エトキシエチル，
（メタ）アクリル酸プロポキシエチル，（メタ）アクリル酸ブトキシエチル，（メタ）ア
クリル酸エトキシプロピル等のアクリル酸アルコキシエステル；（メタ）アクリル酸シク
ロヘキシル等の脂環式アルコールの（メタ）アクリル酸エステル等を挙げることができる
。
【００４５】
　また、本発明においては、後述する乳化重合法で、本発明による超微細ポリマー粒子（
Ａ）又は超微細ポリマー粒子（Ｂ）を調製させるに際して、必要に応じて、これらの超微
細ポリマー粒子が発現させる上記する特徴及び機能を阻害させない限りにおいて、また、
このような超微細ポリマー粒子の形成を阻害させない限りにおいて、架橋構造を導入・形
成させることができる。その架橋剤として、多官能性モノマーを適宜好適に使用すること
ができる。その多官能性モノマーとして、例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリ
レート，トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート，テトラエチレングリコールジ
（メタ）アクリレート，ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート，ポリプロピレン
グリコールジ（メタ）アクリレート，ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート，
トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート，ペンタエリスリトールトリ（メタ）
アクリレート，1,1,1－トリスヒドロキシメチルエタンジアクリレート，1,1,1－トリスヒ
ドロキシメチルエタントリアクリレート，1,1,1－トリスヒドロキシメチルプロパントリ
アクリレート等を挙げることができる。
【００４６】
　また、本発明においては、同様に本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物又
は布地用水性インキ組成物の特徴及び機能を阻害させない限りにおいて、転着又は被覆コ
ート性を発揮させる樹脂成分である上記超微細ポリマー粒子（Ａ）及び／又は上記超微細
ポリマー粒子（Ｂ）に、通常、撥水性等の機能を発揮させるフッ素系化合物を含有させる
ことができる。本発明において、そのフッ素置換（メタ）アクリル系モノマーとして、例
えば、（メタ）アクリル酸トリフルオロメチルメチル，（メタ）アクリル酸－２－トリフ
ルオロメチルエチル，（メタ）アクリル酸－２－パ－フルオロメチルエチル，（メタ）ア
クリル酸－２－パ－フルオロエチル－２－パ－フルオロブチルエチル，（メタ）アクリル
酸－２－パ－フルオロエチル，（メタ）アクリル酸パ－フルオロメチル，（メタ）アクリ
ル酸ジパ－フルオロメチル等のフッ素置換（メタ）アクリル酸系モノマー等を挙げること
ができる。
【００４７】
　このような多官能性モノマーやフッ素置換（メタ）アクリル系モノマーは、超微細アク
リル系ポリマー粒子（Ａ）及び（Ｂ）の特性を損なわない限りにおいて、併用して本発明
による超微細ポリマー粒子を調製でき、これらのモノマーは、０．１～１０質量％の範囲
で使用することができる。
【００４８】
　また、本発明による布地用水性インキ組成物中に分散するナノマテリアル着色樹脂成分
は、既に説明するように、水性エマルジョン型樹脂組成物に含有する超微細ポリマー粒子
に、油溶性染料を内包させた着色超微細ポリマー粒子（Ａ）を含有している。本発明にお
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いて、この超微細ポリマー粒子に内包着色させる油溶性染料が、上記するアクリル系モノ
マーに溶解又は均一に分散する限りにおいて、好ましくは、これらのモノマーより水に溶
解し難い油溶性染料であれば特に限定することなく適宜選んで用いられる。
【００４９】
　その油溶性染料として、例えば、黒色のOlesolol Fast Black，BONJET BLACK CW－1，S
olvent Black ２７Ｃｒ(３価)５%含有，Pigment Black７／水、赤色のVALIFAST ＲＥＤ３
３０６，Olesolol Fast RED BＬ，Solvent RED８Cr(３価)５．８%含有、青色のカヤセッ
トブルー，Solvent Blue ３５、黄色のALIFAST YELLOW４１２０，Oil Yellow１２９，Sol
vent Yellow１６，Solvent Yellow３３，Disperse Yellow ５４、レモン色のPiast Yello
w ８００５、緑色のOil Green ５０２，Opias Green５０２，マゼンダのVALIFAST PINK２
３１０N，Plast RED D－５４，Plast RED ８３５５，Plast RED ８３６０，Plast Vioiet
８８５０，Disperse Violet ２８，Solvent RED１４９，Solvent ＲＥＤ４９，Solvent 
ＲＥＤ ５２，シアンのVALIFAST BLUE２６１０，VALIFAST BLUE ２６０６，Oil BLUE６５
０，Plast BLUE８５８０，Plast BLUE８５４０，Oil BLUE ５５１１，オレンジのOil Ora
nge２０１，VALIFAST ORANGE ３２１０，Solvent Orange ７０，カヤセットオレンジG、
ブラウンのVALIFAST BROWN ２４０２，Solvent Yellow１１６，Kayaset Flavine ＦＧ等
を挙げることができる。
【００５０】
　また、例えば、ソルベントブルー，ソルベントレッド，ソルベントオレンジ，ソルベン
トグリーン，ルモゲンＦオレンジー等が挙げられる。また、例えば、クラリン系、ペリレ
ン系、ジシアノピニル系、アゾ系、キノフタロン系、アミノピラゾール系、メチン系、ジ
シアノイミダゾール系、インドアニリン系、フタロシアニン系等の筆記記録液に通常使用
されている染料や、感熱記録紙や感温色材として用いられるロイコ染料や、また、例えば
、ローダミンＢステアレート（赤色２１５号），テトラクロルテトラブロムフルオレセン
（赤色２１８号），テトラブロムフルオレセン（赤色２２３号），スダンIII（赤色２２
５号），ジブロムフルオレセイン（橙色２０１号），ジヨードフルオレセイン（橙色２０
６号），フルオレセイン（黄色２０１号），キノリンエローＳＳ（黄色２０４号），キニ
ザリングリーンＳＳ（緑色２０２号），アズリンパープルＳＳ（紫色２０１号），薬用ス
カーレット（赤色５０１号），オイルレッドＸＯ（赤色５０５号），オレンジＳＳ（橙色
４０３号），エローＡＢ（黄色４０４号），エローＯＢ（黄色４０５号），スダンブルー
Ｂ（青色４０３号）等の化粧品に使用されているタール系染料をも挙げることができる。
　また、本発明において、これらの染料の単独又は２種以上を混合させて使用され、また
、必要に応じて各種の直接染料、酸性染料、塩基性染料、アゾイック染料、反応性染料、
蛍光染料及び蛍光増白剤等を所望する色調等に応じて適宜選んで使用することができる
【００５１】
　また、本発明において、これらの染料の単独又は２種以上を混合させて使用され、また
、必要に応じて各種の直接染料、酸性染料、塩基性染料、アゾイック染料、反応性染料、
蛍光染料及び蛍光増白剤等を所望する色調等に応じて適宜選んで使用することができる。
本発明において、質量基準で表わして、既に上述した超微細ポリマー粒子のナノマテリア
ル樹脂成分の１００質量％当たり、０．１～５０質量％の範囲で、好ましくは、１～２０
質量％の範囲で適宜好適に内包着色させることができる。
【００５２】
　本発明において、本発明による水性エマルジョン型樹脂組成物又は水性インキ組成物を
布地に転着又被覆コートさせる、又は、布地に印刷又は転写させる被転着体、被被覆コー
ト体、被印刷体、被転写体である布地として、例えば、綿・コットン、麻、ウール、シル
ク、カシミヤ等の天然繊維；レーヨン、キュプラ、テンセル等の再生繊維；アセテート、
トリアセテート等の半合成繊維；ナイロン、ポリエステル、アクリル、ポリオレフィン、
ポリ塩化ビニル、ビニロン、ビニリデン、ポリウレタン、ポリアミド等合成繊維のそれぞ
れ単独繊維及びこれらの少なくとも２種の複合繊維の群から選ばれる何れかの繊維からな
る織布又は不織布等を挙げることができる。
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【００５３】
　また、上記する布地に本発明による水性エマルジョン型樹脂組成物又は水性インキ組成
物を転着又は被覆コート、または、印刷又は転写させるには、従来から公知の方法及び装
置であるブレードコータ、エアーナイフコート、ロールコート、バーコータ、グラビヤコ
ータ、ロッドブレードコータ、ダイコータ、インクジェット塗工、または、凸版印刷、ス
クリーン印刷、インクジェット印刷等を挙げることができる。
【００５４】
＜その他の添加剤及び機能剤＞
　また、本発明による超微細粒ポリマー粒子又は着色超微細粒ポリマー粒子の形成を阻害
させたり、そのナノマテリアル樹脂成分が発揮する布地に対する転着性又は被覆コート性
、印刷性を阻害させたりしない限りにおいて、必要に応じて、それ自体公知のその他の添
加剤（配合剤）を配合させて、これらの添加剤によって反映されるその他の機能を発揮さ
せることができる。本発明において、そのような添加剤として、例えば、熱安定剤、分散
剤、防腐剤、撥水剤、粘度調節剤、タレ止め防止剤、表面張力調整剤、ｐＨ調整剤、消泡
剤、キレート化剤、酸化防止剤、帯電防止剤、近赤外線吸収剤、紫外線吸収剤、抗菌・防
カビ剤、芳香剤、蛍光剤、有機ＥＬ発光剤、各種の薬効成分等を適宜添加させることがで
きる。
【００５５】
＜本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物の調製＞
　そこで、このような特徴を有し、熱転写下に布地に転着又は被覆コート性を発揮させ、
しかも、優れる耐洗濯性を有し、布地に撥油性や、防汚性や、印刷着色性を賦与させる本
発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物の調製法について以下に説明する。
【００５６】
　既に説明する如く、本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物中には、通常の
乳化重合法を用いて調製される平均粒子径が５～１００ｎｍである超微細ポリマー粒子の
第一樹脂成分の［ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）］と、平均粒子径が５ｎｍ～１μｍであ
る超微細ポリマー粒子の第二樹脂成分の［ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）］とを含有する
水性エマルジョン型樹脂組成物である。
本発明によれば、
（１）第一樹脂成分の［ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）］は、８００～９５０質量部の水
相中に、例えば、乳化剤としてドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１０～１６質
量部と、例えば、水溶性有機溶剤であるメタノール１０～１２質量部とを添加して、撹拌
下に７５～９０℃に昇温させた後、所定量の過硫酸アンモニウムを添加する。
　次いで、撹拌下の７０～８０℃加温下に、官能基を有さない所定の重合性アクリル系モ
ノマーの所定量と、グリシジル基を有する所定の重合性アクリル系モノマー（又は含グリ
シジル基モノマー）の所定量との全重合性モノマー成分（含グリシジル基モノマー成分は
１０～７０質量％）の所定量と、追加所定量の乳化剤と共に、１．５～３時間を要して注
下乳化重合及び熟成させる。
　その結果、略１００％重合率下に超微細ポリマー粒子としての固形分濃度１０～１６％
の水性エマルジョン反応物が調製される。また、このように調製される本発明による超微
細ポリマー粒子は、体積基準で表す平均粒子径が５～１００ｎｍの範囲にあるナノマテリ
アル樹脂成分（Ａ）である。
次いで、
（２）第二樹脂成分の［ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）］は、８００～９５０質量部の水
相中に、例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１０～１６質量部と、例え
ば、メタノール１０～１２質量部とを添加させて、撹拌下に７５～９０℃に昇温させた後
、所定量の過硫酸アンモニウムを添加させる。
　次いで、撹拌下の７０～８５℃加温下に、官能基を有さない所定の重合性アクリル系モ
ノマーの所定量と、カルボキシル基を有する所定の重合性アクリル系モノマー（又は含カ
ルボキシル基モノマー）の所定量との全重合性モノマー成分（含カルボキシル基モノマー
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成分は０．１～２０質量％）の所定量と、追加所定量の乳化剤と共に、１．５～２．５時
間を要して注下乳化重合させる。次いで、７０～８０℃で３０～４０分保持させた後、８
０～８５℃加温下に、１～２時間保持熟成させる。その結果、平均粒子径５ｎｍ～１μｍ
の超微細粒子の樹脂成分が、固形分濃度１０～１４％として分散する水性エマルジョン反
応物が調製される。
【００５７】
　以上から、本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物は、上記のように調製さ
れた第一樹脂成分「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と第二樹脂成分「ナノマテリアル樹
脂成分（Ｂ）」とが、好ましくは、質量分率で表して「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」
／「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」＝９７／３～６０／４０の割合で適宜混合させた水
性エマルジョン型の樹脂組成物として適宜好適に用いられる。
【００５８】
　本発明においては、この「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と「ナノマテリアル樹脂成
分（Ｂ）」の混合割合において、既に説明する如く、布地に塗布させた後のホットプレス
下に「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」が９７質量％を超えると、バインダー成分である
「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」が少なすぎて、転着性又は被覆コート性を低下させて
好ましくない。一方、「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」が６０質量％未満であると、「
ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」成分が多すぎて、転着性又は被覆コート性を低下させる
と共に、耐洗濯性を有する機能を充分に賦与させることができなく、好ましくないことか
ら、本発明において、更に好ましくは、両者の混合割合は９０／１０～７０／３０の範囲
になる水性エマルジョン型樹脂組成物を適宜調製することができる。
【００５９】
　以上のような乳化重合法によって調製される「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と「ナ
ノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」とを含有する本発明による水性エマルジョン型樹脂組成物
は、既に説明する如く、布地に塗布させた後の熱圧着下（又はホットプレス下）に、良好
な転着性又は被覆コート性を発揮させる。また、その転着又は被覆コート樹脂成分によっ
て、布地に各種の機能を賦与させることができるのである。
【００６０】
　そこで、本発明において、上記する乳化重合に用いる乳化剤は、従来から、通常に、乳
化剤として使用されているアニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤又は必要に応じ
てノニオン系界面活性剤等から適宜選んで、その単独又は組合わせて使用することができ
る。例えば、アニオン系界面活性剤としては、ドデシルベンゼンスルホネート、ウンデシ
ルベンゼンスルホネート、トリデシルベンゼンスルホネート、ノニルベンゼンスルホネー
ト等が挙げられ、カチオン系界面活性剤としては、セチルトリメチルアンモニウムプロミ
ド、塩化ヘキサデシルピリジニウム、塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム等が挙げ
られ、また、ノニオン系界面活性剤としては、リピリジニウム等が挙げられる。さらに、
アクリロイル基、メタクリロイル基等の重合性基を有する反応性乳化剤を使用することが
できる。これらの乳化剤は、特に限定することなく使用される。また、本発明において、
これらの乳化剤は、上記するアクリル系モノマー等の重合性モノマー１００質量部に対し
て、１～５０質量部で、好ましくは３～２０質量部の範囲で適宜添加させることができる
。この乳化剤は、少ないと得られる樹脂微粒子の粒子径が大きくなる傾向にあり、一方、
多いと粒子径が小さくなる傾向にある。本発明においても、所定の撹拌速度下に樹脂微粒
子の平均粒子径は、体積基準で表して５～１００ｎｍ範囲に適宜調製することができる。
【００６１】
　また、本発明による水性エマルジョン型樹脂組成物中に含有する水性媒体としては、主
水性成分の水相中に、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、アセ
トン、メチルエチルケトン及びテトラヒドロフラン等から適宜に選ばれる何れかの水溶性
有機溶媒を含有させることができる。また、これらの水溶性有機溶媒は、後述するように
、乳化重合下に内包着色させる油溶性染料を効果的に内包固定させて染料着色樹脂粒子を
形成させに際しての、いわゆる、染料親水化助剤として作用するものと言える。
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【００６２】
＜本発明による布地用水性インキ組成物の調製＞
　本発明によれば、布地に塗布させた後、熱圧着下に転着性としての印刷性又は転写性を
発揮させる本発明による布地用水性インキ組成物は、既に上記した本発明による布地用水
性エマルジョン型樹脂組成物中に、含有する「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」の超微細
ポリマー粒子を、油溶性染料を内包する「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」の着色超
微細ポリマー粒子としたものである。以上から熱圧着下に転着性としての印刷性又は転写
性を発揮させ、しかも、その印刷又は転写着色樹脂成分には、優れる耐洗濯性を有する撥
水性や、防汚性機能や、防印刷滲み性等を発揮させる本発明による水性インキ組成物の調
製法について以下に説明をする。
【００６３】
　本発明によれば、
（１）第一樹脂成分の「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」は、８００～９５０質量部
の水相中に、例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１０～１６質量部と、
例えば、メタノール１０～１２質量部とを添加させて、撹拌下に７５～９０℃に昇温させ
た後、所定量の過硫酸アンモニウムを添加させる。
　次いで、撹拌下の７０～８０℃加温下に、官能基を有さない所定の重合性アクリル系モ
ノマーの所定量と、グリシジル基を有する所定の重合性アクリル系モノマー（又は含グリ
シジル基モノマー）の所定量との全重合性モノマー成分（含グリシジル基モノマー成分は
１０～７０質量％）の所定量と、追加所定量の乳化剤と、得られる共重合体粒子の１００
質量％当たり０．１～５０質量％の範囲で内包着色させる所定の油溶性染料と共に、１．
５～３時間を要して注下乳化重合させた後、７０～８０℃で３０分保持後、８５℃に昇温
下に１～２時間保持・熟成させて、着色超微細ポリマー粒子としての固形分濃度１０～１
５％の水性エマルジョン反応物が調製される。また、このように調製される本発明による
着色超微細ポリマー粒子は、体積基準で表す平均粒子径が５～１００ｎｍの範囲にあるナ
ノマテリアル樹脂成分（Ａ）である。
次いで、
（２）第二樹脂成分［ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）］は、８００～９５０質量部の水相
中に、例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１０～１６質量部と、例えば
、メタノール１０～１２質量部とを添加させて、撹拌下に７５～９０℃に昇温させた後、
所定量の過硫酸アンモニウムを添加させる。
　次いで、撹拌下の７０～８５℃加温下に、官能基を持たない所定の重合性アクリル系モ
ノマーの所定量と、カルボキシル基を有する所定の重合性アクリル系モノマー（又は含カ
ルボキシル基モノマー）の所定量との全重合性モノマー成分の１００質量％に対して、こ
の含カルボキシル基モノマー成分の０．１～２０質量％範囲の所定量と、追加所定量の乳
化剤と共に、１．５～２．５時間を要して注下乳化重合させる。
　次いで、７０～８０℃で３０～４０分保持させた後、８０～８５℃加温下に、１～２時
間保持熟成させる。その結果、平均粒子径５ｎｍ～１μｍなる超微細粒の樹脂成分が、固
形分濃度１０～１４％として分散する水性エマルジョン反応物が調製される。
【００６４】
　以上から、本発明による布地用水性インキ組成物は、上記のように調製された第一樹脂
成分の「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と第二樹脂成分「ナノマテリアル樹脂成分
（Ｂ）」とが、好ましくは、質量分率で表して「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」／
「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」＝９７／３～６０／４０の割合で適宜混合させた水性
エマルジョン型の水性インキ組成物として適宜好適に用いられる。
【００６５】
本発明においては、この「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と「ナノマテリアル樹脂
成分（Ｂ）」の混合割合において、既に説明する如く、布地に塗布させた後のホットプレ
ス下に「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」が９７質量％を超えると、バインダー成分
である「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」が少なすぎて、印刷性又は転写性を低下させて
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好ましくない。一方、「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」が６０質量％未満であると
、「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」成分が多すぎて、印刷着色濃度を低下させて好まし
くないことから、更に好ましくは、両者の混合割合比は９０／１０～７０／３０の範囲に
なる水性エマルジョン型樹脂組成物に適宜調製することができる。
【００６６】
　以下に、本発明を実施例により説明するが、本発明は、これらの実施例にいささかも限
定されるものではない。
【００６７】
　（実施例１）
　「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」とを含有する
布地用水性エマルジョン型樹脂組成物を調製させ、木綿製の布地に塗布させ、ホットプレ
ス下に撥油性及び防汚性を布地に賦与させる実施例について以下に説明をする。
　＜本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物＞
（１）「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」の調製
温度計と窒素導入管とを装着した容量１リットルの四つ口フラスコに、イオン交換水９０
０質量部と乳化剤のドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１４質量部、メタノール
１４質量部を添加し、８５℃まで昇温させた後、過硫酸アンモニウムの０．６質量部を添
加した。次いで、温度を７６～７８℃に保ちながら、
・メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）８７質量部と、
・メタクリル酸グリシジル(ＧＭＡ)１３質量部と、
乳化剤のドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１質量部とを２時間かけて注下させ
て重合を行った。さらに７６～７８℃で３０分保持した後、８５℃まで昇温させた後、１
．５時間保持した。　
その結果、重合率は略１００％であり、得られた水性エマルジョン反応物中の固形分は１
２％で、その固形分の樹脂成分は、平均粒径が３０ｎｍの超微細ポリマー粒子の「ナノマ
テリアル樹脂成分（Ａ）」であるエマルジョン（ａ）とした。
【００６８】
（２）「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」の調製
温度計と窒素導入管とを装着した、容量１リットルの四つ口フラスコに、イオン交換水90
0質量部と乳化剤ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１４質量部、メタノール１
４質量部を添加し、８５℃まで昇温し、過硫酸アンモニウムを０．６質量部添加した。
次いで、温度を７６～７８℃に保ちながら、
・アクリル酸ブチル（ＢＡ）の７５質量部と、
・アクリル酸２－エチルヘキシル（２－ＥＨＡ）の２０質量部と、
・メタクリル酸（ＭＡＡ）の５質量部と、
乳化剤ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩の１質量部を２時間かけて滴下し滴下
重合を行った。さらに７６～７８℃で３０分保持した後、８５℃まで昇温させて１．５時
間保持した。その結果、重合率は略１００％であり、固形分は１２％、平均粒径は２０ｎ
ｍであるエマルジョン（ｂ）とした。
エマルジョン（ａ）とエマルジョン（ｂ）の固形分比を７：３に調整したものをエマルジ
ョン（ｃ）とした。
【００６９】
　＜機能性布地の調製＞
　次いで、１０ｃｍ角の木綿製布地に噴霧器でエマルジョン（ｃ）を均一に塗布し、室温
乾燥後、アイロンをかけてホットプレスした。この布地を「洗濯用洗剤で手洗い」⇔「室
温乾燥」の洗濯サイクルを１０回行った布地上の四箇所に、市販の油性インキ滴をスポッ
トさせた。次いで、３時間放置後、薄い洗剤液中で軽く手洗いした布地には、全く油質の
痕跡や、インキ滴による汚染の痕跡が見られなかった。
　以上から、本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物を、布地に被覆コートさ
せてホットプレスすることで、布地に耐洗濯性を有する撥油性、防汚性染を賦与させるこ
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とができた。
【００７０】
（実施例２）
　「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」と「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」とを含有
する布地用水性インキ組成物を調製させ、ポリエステル製の布地に、太字の文字を手書き
で印字させた後、アイロンでホットプレスさせた。
　次いで、この布地を「洗濯用洗剤で手洗い」⇔「室温乾燥」の洗濯サイクルを１０回行
った布地の印字文字の色調変化評価法によって、印字文字の印刷性又は転写性及び耐洗濯
性を評価しその結果を表１に示した。
　また、洗濯する前の布地上の文字に、市販の青色の油性インキで細字を重ね書きした後
、室温下に３時間放置後、薄い洗剤液中で軽く手洗いした布地の文字には、全く青色の油
質の痕跡や、青色汚染の痕跡が見られなかった。以上から、布地上の印刷文字には、耐撥
油性及び防汚性が賦与されていることが理解される。
【００７１】
＜本発明による布地用水性インキ組成物＞
（１）「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」の調製
　温度計と窒素導入管とを装着した容量１リットルの四つ口フラスコに、イオン交換水９
００質量部と乳化剤のドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１４質量部、メタノー
ル１１．２質量部を添加し、８５℃まで昇温させた後、過硫酸アンモニウムの０．５質量
部を添加した。次いで、温度を７６～７８℃に保ちながら、
・メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）９０質量部と、
・メタクリル酸グリシジル(ＧＭＡ)１０質量部と、
・油溶性染料の「Solvent RED ４９」の５質量部と、
乳化剤のドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１質量部とを２時間かけて注下させ
て重合を行った。さらに７６～７８℃で３０分保持した後、８５℃まで昇温させた後、１
．５時間保持した。　
その結果、重合率は略１００％であり、得られた水性エマルジョン反応物中の固形分は１
２％で、その固形分の樹脂成分は、平均粒径が２０ｎｍの超微細ポリマー粒子の「着色ナ
ノマテリアル樹脂成分（Ａ）」のエマルジョン（ｄ）とした。
【００７２】
（２）「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」の調製
温度計と窒素導入管とを装着した、容量１リットルの四つ口フラスコに、イオン交換水９
００質量部と乳化剤ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩１４質量部、メタノール
１１．２質量部を添加し、８５℃まで昇温し、過硫酸アンモニウムを０．５質量部添加し
た。
次いで、温度を７６～７８℃に保ちながら
・アクリル酸ブチル（ＢＡ）の７６質量部と、
・アクリル酸２－エチルヘキシル（２－ＥＨＡ）の２０質量部と、
・メタクリル酸（ＭＡＡ）の４質量部と、
乳化剤ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム塩の１質量部を２時間かけて滴下し滴下
重合を行った。さらに７６～７８℃で３０分保持した後、８５℃まで昇温させて１．５時
間保持した。その結果、重合率は略１００％であり、固形分は１２％、平均粒径は２６ｎ
ｍであるエマルジョン（ｅ）とした。
　そこで、エマルジョン（ｄ）とエマルジョン（ｅ）の固形分比を８：２に調製したもの
をエマルジョン（ｉ）を実施例２とした。
【００７３】
（実施例３、４）
　実施例３として、エマルジョン（ｄ）とエマルジョン（ｅ）の固形分比を６：４に調製
したものをエマルジョン（ｊ）とした。また、実施例４として、エマルジョン（ｄ）とエ
マルジョン（ｅ）の固形分比を８．５：１．５に調製したものをエマルジョン（ｋ）とし
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【００７４】
（比較例１）
　実施例２における「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」を調製するに際して、メタク
リル酸グリシジル（ＧＭＡ）１０質量部を、２－メタクリロイルオキシエチルフタル酸１
０質量部に変えた以外は、実施例２と同様にして「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」
を調製した。その結果、重合率は略１００％であり、得られた水性エマルジョン反応物中
の固形分は１２％で、その固形分の樹脂成分は、平均粒径が２６ｎｍの超微細ポリマー粒
子の「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）－１」であるエマルジョン（ｆ）とした。
【００７５】
（比較例２）
　実施例２における「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」を調製するに際して、メタク
リル酸グリシジル（ＧＭＡ）１０質量部を、ジエチルアミノエチルメタクリレート１０質
量部に変えた以外は、実施例２と同様にして「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」を調
製した。その結果、重合率は略１００％であり、得られた水性エマルジョン反応物中の固
形分は１２％で、その固形分の樹脂成分は、平均粒径が２４ｎｍの超微細ポリマー粒子の
「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）－２」であるエマルジョン（ｇ）とした。
【００７６】
（比較例３）
　実施例２における「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」を調製するに際して、メタク
リル酸グリシジル（ＧＭＡ）１０質量部を、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル１０質量
部に変えた以外は、実施例２と同様にして「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」を調製
した。その結果、重合率は略１００％であり、得られた水性エマルジョン反応物中の固形
分は１２％で、その固形分の樹脂成分は、平均粒径が２５ｎｍの超微細ポリマー粒子の「
着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）－３」であるエマルジョン（ｈ）とした。
【００７７】
＜色調変化評価法による耐洗濯性の評価法＞
　エマルジョン（ｄ）、（ｆ）～（ｋ）の固形分をそれぞれ６％に調整しポリエステルの
布に染色、乾燥させた。
・そのまま室温で乾かしたものをブランクとし、
・洗濯用洗剤で手洗いしたもの、アイロンでホットプレスしたのち洗濯用洗剤で手洗いし
たもの、更に、
・「洗濯用洗剤で手洗い」⇔「室温乾燥」の洗濯サイクルを１０回サイクルさせたもの、
の色調変化を測定機（カラーエースMODEL TC-PIII(東京電色（株）)）により測定し、Ｌ
＊ａ＊ｂ＊表色系の値（Ｌ＊値、ａ＊値、ｂ＊値）を求め、ブランクとの色差ΔE*=(ΔＬ
*2+Δａ*2+Δｂ*2)1/2により、「印刷性又は転写性」及びその「耐洗濯性」を評価した。
なお、L*値は明度（黒、白）を表し、数値の増加方向は黒方向である。また、a*値及びb*
値は色相及び彩度を表すものであり、a*値は赤、緑の指標あって、数値の増加方法は赤方
向を示し、b*値は黄、青の指標であり数値の増加方向は黄色を示す。
【００７８】
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【表１】

　表１に示す結果から、本発明による布地用水性インキ組成物のアイロン加熱後のΔＥ値
から、布地に対する転着性として印刷性又は転写性が発揮されている証である。また、そ
の洗濯性サイクル試験後のΔＥ値が、アイロン加熱後のΔＥ値に比べて、殆ど差がないこ
とから、布地に印字させたインキ文字は、優れた耐洗濯性を有していることを示している
。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　以上から、本発明による布地用水性エマルジョン型樹脂組成物、または、布地用水性イ
ンキ組成物は、超微細ポリマー粒子の「ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」及び着色超微細
ポリマー粒子の「着色ナノマテリアル樹脂成分（Ａ）」に、それぞれ粘着性を発揮させる
超微細ポリマー粒子の「ナノマテリアル樹脂成分（Ｂ）」とを含有するワンパック・タイ
プで、極めて取り扱いハンドリング性に優れた水性エマルジョンであって、布地に転着又
は被覆コート、または、印刷又は転写させた後、ホットプレスするだけで、各種の天然繊
維及び／又は合成繊維からなる織布又は不織布の様々な機能性布地や、様々な図柄及び文
字を印刷させた印刷布地を提供することができた。
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